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① 事業概要 

（１） 勝山市の概要 

 

明治の市制町村制により、現市域内に、１町９箇村が誕生。その後猪野瀬村が勝山

町に編入合併され、昭和 29 年（1954） 9 月 1 日、町村合併法により、勝山町、平泉

寺村、村岡村、北谷村、野向村、荒土村、北郷村、鹿谷村、遅羽村の１町８箇村が合

併し市制を施行。人口 39,043 人の勝山市が発足しました。 

勝山市は、福井県の北東部に位置し、市の中心は福井市の東方約２８ｋｍの地点に

あり、南東は大野市に、南西は福井市、北西に坂井市、西に永平寺町、北は石川県に

隣接しています。また、市の周辺は１ ,０００ｍ級の山々に囲まれ、中心部は県下最

大の河川である九頭竜川の中流域に位置し、面積は、253.88 ㎢です。 

 

（２） 勝山市の人口 

昭和２９年合併時39,043人いた人口も、平成２７年度末時点で24,359人と合併時

のおよそ６割となり、過疎化が進んでおります。また、今後も高齢社会が進み、高

齢化率増加の傾向は続くと考えられます。 

 

勝山市人口の推移 

 

 

（３） 勝山市公共下水道の概要 

 昭和 50 年 3 月に策定した公共下水道基本計画に基づき、昭和 52 年 2 月に旧市街

地 229ha の整備と処理施設を一部築造する事業計画の認可を受け、公共下水道事業

に着手しており、昭和 60 年 6 月に供用開始を実施しました。 

 汚水処理は、勝山浄化センター（勝山市松原）の１箇所のみで全体計画汚水量の

処理が可能となっています。 

  

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 

26,494 26,166 25,627 25,531 25,132 24,754 24,359 
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（４） 勝山市の供用開始面積、下水道普及率および水洗化率 

 下水道全体計画整備区域は、現在、市街地とその周辺地域合わせて 945.0ha とな

っています。現在も整備事業を進め、平成 31 年度完成を目指しています。 

 

勝山市下水道整備普及率 

 

② 下水道使用料 

 

公共下水道使用料は、運営に伴う経費については、雨水にかかる経費は公費で、

汚水にかかる経費は利用者からの使用料で負担する事とされています。 

勝山市の下水道使用料は、平成 22 年度に平均 12.5％の増額とする改定を行って

以来、現行の使用料で運営しております。行政人口は減少傾向にありますが、処理

区域は年々拡大しているため水洗化人口減少率は行政人口減少率より低く、それに

伴い使用料収入も減少傾向にありますが減少額は低くなっており、今後もこの傾向

は続くものと考えます。使用水量の検針は毎月実施しており、その検針結果に基づ

いて１年を 6 期に分け、2 か月分の使用水量を１期分として計算し、奇数月に請求

しています。公共下水道使用料は 20 ㎡使用で 2,530 円（税抜）となっています。 

 

 

下水道使用料収入及び使用料単価 

      

        

 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 

整備面積(ha) 769.80 776.65 782.64 790.06 798.98 808.18 813.42 

整備区域内人口 20,321 20,745 20,749 20,838 21,016 20,717 20,413 

普及率(％) 77.6 79.3 81.0 81.6 83.6 83.7 83.8 

水洗化人口 17,152 17,467 17,847 18,284 18,526 18,242 18,189 

水洗化率(％) 84.4 84.2 86.0 87.7 88.2 88.1 89.1 

 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 

下水道使用料(千円） 318,276 359,441 375,290 378,735 369,682 371,687 373,006 

有収水量(千㎥) 2,326 2,367 2,399 2,423 2,342 2,319 2,415 

使用料単価(円/㎥) 136.8 151.9 156.4 156.3 157.8 160.3 154.5 
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勝山市下水道使用料算定表 

 

③ 職員数と運営体制 

勝山市上下水道課は、平成 16 年 4 月に上水道課と下水道課が統合して、下水道事業

（公共下水道・農業集落排水）、水道事業及び簡易水道事業を所管しています。今後も組

織一体となって運営を行い、経費の節減を図りながら、勝山市全庁的な取り組みの中で

引き続き効率的な人員配置に努め、定員適正化を推進し、効率的な業務体制の構築に努

めます。 

 

 

  

使用区分 使用料区分 排水量等 料金 

一般汚水 基本使用料 10 立方メートル以下の分 1,230 円 

従量使用料(1 立方メートルにつき) 10 立方メートルを超え 30 立方メートル以
下の分 

130 円 

30 立方メートルを超え 50 立方メートル以
下の分 

150 円 

50 立方メートルを超え 100 立方メートル
以下の分 

170 円 

100 立方メートルを超える分 195 円 

公衆浴場汚水 基本使用料 10 立方メートル以下の分 1,230 円 

従量使用料(1 立方メートルにつき) 10 立方メートルを超える分 63 円 

水道水以外の計測器 時間計(1 個につき)   50 円 

量水器(直読式 1個につき) 口径 13 ミリメートル 50 円 

口径 20 ミリメートル 95 円 

口径 25 ミリメートル 110 円 

口径 40 ミリメートル 250 円 

口径 50 ミリメートル 480 円 

口径 75 ミリメートル 1,120 円 

口径 100 ミリメートル 1,500 円 

量水器(遠隔式 1個につき) 口径 13 ミリメートル 200 円 

口径 20 ミリメートル 250 円 

口径 25 ミリメートル 260 円 

口径 40 ミリメートル 360 円 

口径 50 ミリメートル 1,550 円 

口径 75 ミリメートル 1,800 円 

口径 100 ミリメートル 2,200 円 

 H18 年 H19 年 H20 年 H21 年 H22 年 H23 年 H24 年 H25 年 H26 年 H27 年 

職員数 19 18 17 15 14 13 12 14 13 14 
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④ 民間活力の活用 

下水道事業では、勝山浄化センターの運転維持管理業務の包括的民間委託を進め業務

の効率化を図ってきました。今後も、管路施設の維持管理など、民間の活力を利用し最

適な手法を検討していきます。 

なお、大規模災害時の際に、迅速な災害復旧を図るため、平成 28 年 8 月に日本下水

道事業団と災害支援協定を締結しています。 

 

 

⑤ 経営の基本方針 

勝山市では、高齢社会化や人口減少等の課題があり、下水道使用料収入の減少が続く

と予測され大変厳しい情勢となっていますが、河川等の水質悪化を防止し、豊かな自然

環境を維持するため効率的に下水道整備を進め、健全な経営に努めてまいります。 

また、持続可能な下水道事業の実施を図るため、膨大な施設状況を客観的に把握、評

価し、中長期的な施設の状態を予測しながら、下水道施設を計画的かつ効率的に管理す

べくストックマネジメント計画を策定していきます。そのほかに農業集落排水処理区の

施設の老朽化や人口減少に伴い、効率の良い汚水処理を目指し、農業集落排水事業との

統合を検討していきます。 

今後、下水道整備や設備更新、農業集落排水事業との統合など設備投資は続くため、

平成 29 年度から平成 38 年度の 10 年間を計画期間とし、今後持続可能な下水道事業の

実現に向け、中長期的な経営の基本計画である経営戦略を策定します。 

 

⑥ 経営状況 

下水道事業の経営は、処理を行う規模、地理的条件や事業進捗度などにより様々であ

るため、他団体との比較するのは困難であるが、それぞれの下水道事業を基礎的な条件

により類型化することにより、自団体と同じ類型に分類された他団体との比較分析がで

き、各団体の特徴、問題点を把握することは可能であります。総務省HPにて勝山市公共

下水道と類似団体及び全国平均を比較・検討することにより、問題点や特殊性を明らか

にし経営戦略の参考とします。 

下記の診断表により、勝山市公共下水道の経営は類似団体（162団体）と比較すると経

営としての効率性は高いとわかりますが、有収率・施設の利用率・水洗化率が低いた

め、この結果を経営戦略に活かして行きます。 

なお、経営比較分析表も添付します。 
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平成26年度下水道事業比較経営診断表

都道府県名 　処理区域内人口別区分 20,717

団体名 　有収水量密度別区分 2.9

事業名 　供用開始後年数別区分 30

全国平均 全国平均
25年度 26年度 (公共) 25年度 26年度 (公共)

％ 83.4 82.2 81.3 89.7 － ％ 171.2 174.2 147.2 119.1 67/162

円／月 2,656 2,732 2,888 2,730 － 千円／人 275 285 314 234 79/162

％ 68.4 73.7 96.4 86.6 21/162

％ 72.2 66.3 78.1 79.7 140/162

％ 88.2 88.1 90.1 94.6 108/162

円／㎥ 157.82 160.3 157.94 137.40 78/162

円／㎥ 178.21 172.87 184.33 142.27 75/162

円／㎥ 199.39 222.12 270.64 171.45 46/162

円／㎥ 67.57 71.69 96.39 69.03 27/162

円／㎥ 110.64 101.18 87.93 73.24 112/162

％ 88.6 92.7 85.7 96.6 61/162

％ 79.2 72.2 58.4 80.1 45/162

％ 233.6 223.6 163.8 199.0 22/162

円／人 19,862 19,348 18,939 15,354 93/162

円／人 7,531 8,024 9,904 7,450 43/162

円／人 12,331 11,324 9,035 7,904 120/162

％ 2.70 2.80 6.40 6.30 21/162

　処理区域内人口1人あたり
　の管理運営費(汚水分）

　処理区域内人口1人あたり
　の維持管理費（汚水分）

　処理区域内人口1人あたり
　の資本費（汚水分）

　職員給与費対営業収益比率

　経費回収率
  （維持管理費）

　水洗化率

経営の効率性

　使用料単価

　汚水処理原価

　汚水処理原価(分流式下水道
　等に要する経費控除前）

　汚水処理原価
  （維持管理費）

　汚水処理原価
  （資本費）

　経費回収率

　経費回収率(分流式下水道
　等に要する経費控除前）

施設の効率性

　施設利用率

　有収率

類型内
順　 位

事業の概要 財政状態の健全性

　進捗率 　総収支比率

　一般家庭用使用料
  （1ヶ月20㎥あたり）

　処理区域内人口１人あたり

　の地方債現在高

公共下水道 25年以上
供用開始後年数
　　　　　　　(年）

項　　　目
団　　体 類型平

均
類型内
順　 位

項　　　目
団　　体

類型平均

福井県 1万人以上　5万人未満
処理区域内人口

　　　　　　　（人）

勝山市 2 .5千m3/ｈa以上　5 .0千m3/ｈa未満
有収水量密度
　　　（千㎥/ｈa)

0.6

0.8

1

1.2

1.4
1

2

34

5

団体 類型平均 全国平均

経営の効率性

(汚水処理原価（分流式下水道

等に要する経費を控除する

【参考】分流式下水道

等に要する経費を控

除する前の経費回収

個 別 事 業 効 率 性 の 類 型 平 均、全 国

※類型平均を１とした場合の類型平均及び全国平均との比較

※「経営の効率性」については、外側ほど効率性が高い（汚水処理原価が低

い）。

投資の効率性 経営の健全性

（経費回収率）

施設の効率性
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⑦ 投資・財政計画 

 

（１）職員数管理の推進 

 

安定的な経営の維持を図るため、上下水道課の職員定数を平成18年度から職員数を

26％減少してきました。しかし、類似団体と比較しても、勝山市の上下水道課職員数は

かなり減少しており、これ以上の職員数減少は下水道事業の運営および技術の伝承に支

障をきたすものと考えます。 

 

 

（２）水洗化率の向上 

 

下水道の水洗化は、地域の環境保全および料金収入にも大きく貢献するものですが、

経済的な理由や世帯の高齢化等の事情により、下水道に接続されずにいます。負担の公

平性の確保のためにも、未接続家屋への啓発・水洗化の促進を図る必要があります。今

後も、訪問指導などの手段により、早期水洗化の促進に努めます。 

 

 

（３）施設の有効活用等 

 

処理施設建設当初は、将来の処理水量の増加に備えるために施設を建設したが、現在

は未利用となっている施設が存在します。今後、農業集落排水事業が公共下水道への接

続工事に伴い、未利用が解消される可能性もありますが、本来の取得目的等を十分勘案

したうえで、有効活用の方法を検討します。 

 

 

（４）有収率の向上 

 

勝山市の有収率は類似団体と比較して低くなっています。有収率低下の理由としては

下水道の管渠等から不明水であり、不明水は下水の汚水処理費用増加につながっていま

す。 

勝山市は、冬期間積雪が多く、雪解け水がマンホールから流入することも有収率が低

い原因となっています。今後も引き続き、費用対効果等を総合的に検証し、効果的な不

明水対策を実施します。 

 

 

（５）汚水処理施設（勝山浄化センター）の計画的な投資とストックマネジメント計画

の作成 
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汚水処理施設（勝山浄化センター）は昭和５６年度から昭和６０年度にかけて集中し

て建設工事を行い、平成１４年度より勝山浄化センター改築に向けた検討をし、改築を

実施してきました。また、事故の未然防止及びライフサイクルコストの最小化を図るた

め、長寿命化計画を策定し平成２０年度より下水道長寿命化支援制度に基づき勝山浄化

センターの中長期的な整備・管理・運営を実施してきました。 

また、平成３３年度からは水道長寿命化支援制度から下水道ストックマネジメント支

援制度に切り替わり、平成３３年から平成３６年までは調査・計画策定・実施設計を行

い、平成３７年以降に改築工事を実施していきます。下水道ストックマネジメント計画

を策定することにより、保有する下水道資産全体の把握や中長期的な投資金額の見通し

が可能になることにより、膨大な施設状況を客観的に把握・評価し、中長期的な施設の

状態を予測しながら、下水道施設を計画的かつ効率的に管理でき持続可能な下水道事業

の実施をしていきます。 

 

（６）計画的な管渠等更新 

 

 勝山市の管渠布設の延長は２３５ｋｍ、総事業費は１４，３２５百万円となってい

ます。管渠の整備は昭和５２年度から現在まで続き平成３１年度完成を目指していま

す。管渠布設整備は昭和５７年から平成７年にかけて集中して工事を実施しており、今

後、施設の改築更新時期（耐用年数経過時）を迎え、多額の費用が見込まれています。 

このように平成３２年以降は拡張時期が過ぎ、維持管理時期に入るため 機器等の延

命を図りながら、機器等を改築・更新する場合のライフサイクルコストやダウンサイジ

ングなども含めて比較検討し、機器等の改築・更新を行います。その他に、管渠の改築

更新サイクルを延長したうえで管渠更新費用の平準化を図り、老朽化した管渠等の改築

を計画的、効率的に進めて行く必要があります。 
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（７）雨水排水対策事業 

 

近年多発する集中豪雨により、浸水被害の増大が全国的な課題となっています。雨水

対策には多大な費用と期間を要するため、様々な対策を組み合わせて雨水排水対策事業

を進めて行きます。平成２５年度より三谷川流域において、雨水調整池の整備、バイパ

ス水路整備及び現川改修を実施しており、平成３２年度完成を目指して整備していきま

す。 

 

 

⑧ 今後の検討予定の取組 

 

集落排水処理施設の公共下水道への接続事業 

 

勝山市には、公共下水道区域以外に農業集落排水区域と浄化槽区域があります。この

うち農業集落排水施設は処理場が５か所あり、これらの処理場は小規模のため維持管理

費の効率が悪く多額の費用が必要となっています。また、農業集落排水事業は平成７年

度から整備を開始し、既に供用開始後２０年経過する施設があり、今後、本格的な改築

更新時期を迎え、多額の費用が見込まれます。 

そのため、原則として公共下水道区域に近接し、老朽化が著しい地区から、集落排水

処理施設を公共下水道へ接続していくことを検討していきます。 

 

 

⑨ 経営戦略の検証について 

 当経営戦略を策定後、人口減少などの社会情勢の変化や、事業の進捗状況などによ

り、経営戦略を見直し、検証していく必要があります。勝山市では水道料金及び下水道

使用料(農業集落排水処理施設使用料を含む。)等料金制度に関して協議する勝山市上下

水道料金制度審議会にて、経営戦略についても検証していきます。 
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